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（研究目的） 

近年，マイクロプラスチックによる環境汚染とその生態系への影響に社会的関心が高ま

っている。過去 65 年間に地球上で製造されたプラスチック総量は約 83 億トンであり，そ

の 6 割が廃棄または環境中に流出したと考えられている。また、プラごみの主な発生源はア

ジア域であることが示され、その負荷対策は喫緊の地球環境課題の一つといえる。 

プラごみの環境負荷を削減するには、その発生源を明らかにする必要がある。申請者の中

田は、これまでに国内の下水処理水や道路塵埃等の環境試料を分析して、経路別の環境排出

量を試算する研究を展開してきた。一方、アジア域では開放型の廃棄物処分場や、e-waste リ

サイクル処理施設などがプラごみやマイクロプラスチックの主要な発生源の一つと考えら

れるが、こうした場所での調査研究例は極めて少ない。そこで本研究は、アジアで採取され

た廃棄物処分場の土壌等を対象にマイクロプラスチックの存在と濃度を明らかにすること

を目的とした。 

 

（研究方法） 

2005～2015 年にかけて、アジア域の 6 か国（カンボジア・インド・インドネシア・ラ

オス・フィリピン・ベトナム）の廃棄物処分場とその周辺の土壌試料 (n=53)を採集した。

試料を乾燥して 100 ㎛メッシュのふるいに通した後、その一部を過酸化水素水で処理し

て有機物の分解を行った。得られた残渣をヨウ化ナトリウム水溶液 (比重 1.8 g/cm3)で重

液分離し，溶液を濾過して浮遊粒子を回収した。得られた微小片を FT-IR で測定し、土壌

中のマイクロプラスチック濃度とその成分を同定した。 

 

（研究成果） 

実験の結果、大部分の試料からマイクロプラスチックが検出された（検出頻度：96%、

図）。カンボジアでは、乾燥土壌 1 kg 中に最大で 218,182 個のマイクロプラスチックが

検出され、重度の汚染が確認された。一方、同じ処理施設内の別地点で採取した土壌の

マイクロプラスチック濃度は 1,042 個/kg であり、場所によって値が大きく異なること

がわかった。インドの試料からは、最大で 13,245 個/kg のマイクロプラスチックが検
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出された。また、e-waste の処理施設の土壌から

4,518 個/kg のマイクロプラスチックが検出さ

れ、これらは電気・電子製品のリサイクル時に発

生した可能性がうかがえた。 

インドネシアについても、同じ施設の敷地内で

ありながら土壌中のマイクロプラスチック濃度

が 50 倍以上も異なる地点が複数存在することが

わかった。フィリピン、ラオスについても 10,000

個/kgを超えるマイクロプラスチックが複数の土

壌試料で確認され、アジアの廃棄物処分場がマイ

クロプラスチックの重度汚染区である様子が示

された。 

プラスチックの種類については、いずれの国もポリエチレン（PE）とポリプロピレ

ン（PP）製のマイクロプラスチックが多く検出され、全体の 50～80％を占めていた。

また、カンボジアとベトナムではポリエチレンテレフタラート（PET）製のものも多く、

フィリピンではポリウレタン（PU）やアクリル原料のポリメチルメタクリレート

（PMMA）、インドはポリ塩化ビニル（PVC）製のマイクロプラスチックが比較的多く

確認された。 

本研究により、アジアの廃棄物処理場とその周辺がマイクロプラスチックによる重度

の汚染を受けていることがわかった。通常、こうした施設内のプラごみは屋根のないオ

ープンな環境に置かれているため、太陽光（紫外線）による微細化が一層進行し、それ

が風雨により広域拡散することが懸念される。今後、アジア域においてプラごみの適切

な処理と汚染防止に資する施策および技術導入を早急に取り組む必要がある。 

 

 

（研究成果） 
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図 アジア廃棄物処分場の土壌から検出されたマイクロプラスチック


